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　当所常議員会が11月29日に開かれ、令
和５年度運営方針、事業計画・予算策定ス
ケジュール、令和４年度版商工名鑑発刊形
態変更計画など、13議案を審議、すべて
原案通り承認した。
　第31期がスタートして初めての常議員
会で、兼古耕一会頭は「11月から新体制
で、２名の新しい副会頭が加わり、これか
ら実質的な仕事に入っていきます。新型感
染症禍が一段落し、経済が上向きになるか
という矢先に諸物価の高騰、エネルギー価
格の値上げが予定されるなど、物価やエネ
ルギー高騰の影響が大きくならなければ良
いと案じておりますが、新しい期に入りましても、商工会議所活動へのご協力、ご指導、ご鞭撻を
お願いします」と挨拶した。
　令和５年度運営方針では、「市民と感動を共有し 笑顔と感謝で　共に成長する　三条商工会議所」
のスローガンはそのままに、世の中の変化に合わせ「自己変革」する中小企業への支援を最重要視
する。兼古会頭は、10月で退任した日本商工会議所 三村明夫前会頭、後任の小林健会頭ともに「変
革」を掲げていることを紹介し、三条市だけでなく全国の中小企業にとって変革が大きなテーマだ
と強調した。
　商工名鑑の発行形態変更は、３年に一度冊子で発行していた同名鑑について、令和４年度よりウ
ェブ版として公開するもの。会員企業や市内企業に対して実施した調査データを取りまとめ、来年
３月の公開を予定する。

【新入会員】� （会員数2,081　12/1現在）
事業所名 代表者 所在地 事業内容 所属部会名

KAGURA 皆川　誠 三条市西本成寺１ 廃タイヤ収集運搬 交通・運輸

いっさく燕三条店 川村　寛 三条市下須頃 総合飲食店 観光・サービス業

鈴与シンワ物流（株）新潟営業所 髙橋　宗男 三条市福島新田丁 倉庫・運送事業 交通・運輸

エニタイムフィットネス燕三条店 岡本　拓也 燕市井土巻２ フィットネスクラブ 諸業

「ビジネスモデルの再構築」
株式会社みずの 代表取締役社長

三条商工会議所 常議員 商業部会長

水野 一郎

　最近ビジネスモデルの再構築が必要だと言わ
れます。つまり「お金を稼ぐ仕組み」を作り直
せというのです。これからの人口減少社会に適
応するには何でどう儲けるか、「儲けの構造」
を変化させないと置いていかれるぞ、というの
です。
　弊社は昭和34年に小間物屋から始まり、そ
の後アクセサリー、ハンドバッグ、婦人下着、
婦人衣料、そして現在では化粧品と健康食品を
取り扱っています。店舗も昭栄通り商店街の出
店から始まり、パルムショッピングセンター、

そして現在はイオン三条店で営業しています。
　振り返ると、この60年余りで立地も取扱商品
も変わり、始めと終わりでは対象となるお客様以
外は全く内容が変わりました。
　コロナ禍の影響もありネット通販の人気が高ま
っていますが、小規模のお店ではネットではでき
ない「実店舗での体験価値を伴う接客」に特色を
出すことが本命だと思います。今の仕組みが何と
か機能しているうちに、ネットやSNSが得意な若
いスタッフの人たちのアイディアを取り入れなが
ら、これからも変化し続けていきたいと思います。

　三条商工会議所をはじめ県内16の商工
会議所で組織する新潟県商工会議所連合会
は11月９日、花角英世県知事から「賃金引
上げに関する要請書」を受け取った。同日、
新潟市内で開かれた会合後、花角知事が集
まった県内商工会議所の会頭らに協力を呼
び掛けた。
　花角知事は要請書で「全国的な労働力の
引き合いが激しくなる中、近年生じている
地方回帰の流れをしっかりと捉え、新潟が

『働く地』として選ばれるためにも、賃金
をはじめとする処遇を改善することが一層
重要となります」と、県内企業に対して賃
金引上げなどの処遇改善を求めている。

「働く地」として選ばれるために

花角県知事より「賃金引上げに関する要請」

塚野目・

食の安全と
　健康を提供する

〠955-0033 三条市西大崎二丁目20番15号
TEL（0256）38-3389代表  FAX（0256）38-6749

協同組合 三条給食センター

令和４年度第４回常議員会

変革する中小企業、全力支援変革する中小企業、全力支援
第31期初の常議員会第31期初の常議員会
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　三条商工会議所副会頭を２期６年務め、この
ほど退任した西潟精一氏、岡田久德氏を囲む

「前副会頭感謝の集い」が11月21日、ジオ・ワ
ールドビップで開かれた。両前副会頭には日本
商工会議所 小林健会頭名の感謝状、記念品な
どが贈られ、集まった60人ほどが感謝の意を
表した。
　西潟氏は謝辞で「振
り返りますと最初の３
年間は無我夢中で過ぎ
ましたが、後半の３年
間は新型感染症の拡大
に よ り、80周 年 記 念
式典や会員新春の集
い、会頭杯ゴルフ大会
など、行事が実施する
のか中止するのかという二者択一の決断の連続
でした。今、世界的な景気後退懸念が高まって
いると言われています。当地は幾度となく困難

　横須賀造船所や、日本初の株式会社「兵庫商
社」などの設立に尽力し、「日本近代化の父」
とも言われている幕末の幕臣・小栗上野介の功
績、燕三条地域のものづくりとのつながりを学
ぶ、当所主催の経済活性化講演会「ものづくり
と小栗上野介の日本改造」が11月18日、三条
市図書館等複合施設まちやまで開かれた。
　小栗は、1860年（万延元年）に遣米使節団
の目付役として渡米。帰国後には外国、勘定、
江戸町、歩兵、陸軍、海軍、軍艦の各奉行を歴
任。小栗が計画した横須賀製鉄所（造船所）
は、日本で最初にメートル法が使われたほか、
定時労働、日曜休日など近代経営のさきがけと
なり、後の富岡製糸場や中島飛行機の設立にも
大きく影響を与えたとされる。
　特に中島飛行機は戦中、三条市内に直属工場
を設置するなど燕三条地域の産業と関わりが深
く、講演会は小栗の考え方や功績を、次世代の
ものづくりのヒントにしてもらおうと開かれた。
　講師は、小栗にゆかりがある群馬県高崎市の

に見舞われ、その都度、
乗り越えてきました。
今回も兼古会頭のリー
ダーシップの下、間違
いなく乗り切れると確
信しています」と後進
へエール。
　同じく岡田氏は、「一
番苦労したのは、マル
経融資（小規模事業者経営改善資金）であり、
審査委員長として最後の最後まで頑張って貸し
付けをさせていただいた自負があります。反対
を押し切ってでも、皆さんにお使いいただける
ようにさせていただいたことが強く記憶に残っ
ています」と述べ、事業者の支えとなる会議所
運営に努めてきたと述べた。
　出席者を代表して挨拶した兼古耕一会頭、当
所顧問の滝沢亮市長はそれぞれ、両氏に感謝の
弁を述べ、今後のますますの活躍に期待していた。

曹洞宗・東善
寺住職で、小
栗上野介顕彰
会理事の村上
泰賢氏。会場
には市内外の
業界人に加え
て、広く一般
に伝わる歴史観とは異なる角度で日本近代化の
歴史を学ぼうと80人以上が訪れた。
　村上氏は、「小栗上野介は、日本が近代化と
いうレースをスタートさせるためには、蒸気機
関を使い、船体や船体製造のための道具、船内
の生活で使うあらゆる生活道具を製造する造船
所を作るべきでないかと意識し、それを実現す
るまで準備し、立ち上げまでもっていった人物。
幕臣でありながら『幕府の運命に限りがあると
も、日本の運命には限りがない』と語り、国民
利福の道を模索した偉人だ」と称え、多くの人
に小栗の功績を知ってほしいと話していた。

西潟氏、岡田氏の功績称え

前副会頭感謝の集い

　世界四大印刷機材展のひとつに数えられる
「IGAS2022（国際総合印刷テクノロジー＆ソ
リューション展）」を視察する、当所印刷紙器
関連部会の視察研修会が11月25日に開催され
た。新型感染症禍の影響により同部会としては
３年ぶりの視察研修会で、参加者は、デジタル
印刷機器など業界のDX化や、SDGsを打ち出
す最新の印刷資機材、技術などを間近に見て、
触れることで、次の経営のヒントを探った。
　IGASは４年に１度開催される展示会で、東

京ビッグサイトで11月
24日から28日まで開催
された。主催は一般社団
法人日本印刷産業機械工
業会、プリプレス&デジ
タルプリンティング機材
協 議 会 で、出 展 社 数 は
218社（1,875小間）、５
日間の延べ来場者数は33,078人（うち海外来
場者2,969人）だった。

三条ともゆかり、「日本近代化の父」に学ぶ

ものづくりと小栗上野介の日本改造

TEL 0256-61-5810 FAX 0256 -64-2964
〒959-1234 燕市南 7丁目17-9-1県央ランドマーク2F
つばさ税理士法人HP https://www.tsubasa-ac.jp/
つばさM＆AパートナーズHP https://ma-partner.jp/

のご相談は

つばさ税理士法人経営支援室

つばさ M＆A パートナーズへ

補助金申請サポート
 事業承継 M＆A
補助金申請サポート
 事業承継 M＆A

当所
主催

講師の村上泰賢氏

世界四大印刷機材展IGAS2022へ

印刷紙器関連部会 視察研修会



6 7

青年部だより

本寺小路PR大使TikTokで発信

　三条商工会議所青年部燕三条クリエイト委員
会は、11月から来年３月まで、本寺小路や周辺
の飲食店などの魅力を発信する「本寺小路PR
事業」を実施している。県内在住のモデル
「H

ハ ズ キ

AZUKI」さんをPR大使に任命し、若年層の
視聴者が多い動画アプリ「T

ティックトック

ikTok」や、来年２
月に予定する実店舗での一日ママイベントなど
を通じて、本寺小路の魅力を継続的に発信する。
　11月５日、三条市丸井今井邸で同事業の記
者会見が開かれ、３月までに週３回、約50本
の動画を配信する計画や、HAZUKIさんをモ
デルにしたポスターなどがお披露目された。

　飲食、サービス業者に向けた「サービス業の
DX事例紹介セミナー」が11月21日、当所で開
かれた。講師を務めた独立行政法人中小企業基
盤整備機構の中小企業アドバイザー・中川博氏
は、「例えば、飲食店では注文の多いメニュー、
少ないメニューをなんとなくわかっているは
ず。この“なんとなく”を、パソコンやスマート
フォンを使って集計、計算することがDX。主
観ではなく数字で売れ筋、死に筋が分かれば、
動き方が変わる」と説いた。長年の勘や経験
則、実績を数値化し、履歴を積み重ねていくこ
とが、重要な経営判断を迫られたときの判断材
料となるという。
　事例紹介では、売れ筋メニューを集計・分析
した結果「単価が高いメニューが上位にあっ
た」ことから値上げに踏み切った飲食店や、売

インボイス制度

　令和５年10月１日から開始となる消費税の
適格請求書保存方式（インボイス制度）への対
応を解説する「インボイス・電子帳簿保存法対
応セミナー」が11月８日、当所で開かれ事業
所の経営者や経理担当者ら63社79人が参加。
ほぼ、すべての事業所に影響がある制度だけに
関心の高さが示された。
　インボイス制度が開始されると、課税事業者
は、仕入れ先等から受け取る請求書・領収書等
が、登録番号の記載されている適格請求書（イ
ンボイス）でなければ、消費税申告時の仕入税
額控除に含めることができず、消費税納税額が
増える可能性がある。そのため、課税、非課税
に関わらず事業者は納入、仕入双方の関係事業
者とインボイスについての合意を形成すること
が重要となる。
　インボイスを発行するには「インボイス発行
事業者」の登録を行う必要があり、令和５年10
月１日の制度開始時から発行事業者になるため
の登録申請は令和５年３月31日まで。登録申請
書提出から登録通知までの処理期間は「e-Tax」

りたいメニューの「こだわり」を伝えるメニュ
ーブック作りに取り組んだ飲食店を紹介。「店
内に張るようなチラシ、メニューも自前のパソ
コンで作ることはできる。商工会議所や中小機
構などの専門家も活用しながら、軽い気持ちで
取り組んで」と呼びかけた。

で約３週間、書面提出で約１カ月とされている。
　講師で、いずみ税理士法人の税理士・髙橋弘
之氏は「免税事業者はインボイス発行事業者に
なるために、課税事業者とならなければいけな
い。自社にとって何が良いか考え、登録番号発
行申請する場合は早めに行動してほしい」と呼
びかけた。

電子帳簿保存法

　電子帳簿保存法の電子取引のデータ保存義務
化は、令和４年１月から開始されているが、令
和６年１月までが猶予期間。メール等オンライ
ンで発注・請求等の書類をやり取りした場合、
データ上で「タイムスタンプ」を押し保存する
必要があるが、有料ソフトが必要となる。一方
で、電子取引データの事務処理規定を作成し、
検索できるようPDF等でパソコン内にデータを
保存しておけばタイムスタンプを押す必要は無
く、事務処理規定を作成することで有料ソフト
の利用を避けられる。
　高橋氏は、いずれの制度についても、商工会
議所や税理士会なども活用して自社の実情にあ
った対策を促していた。

令和5年3月31日までに登録申請を

インボイス・電子帳簿保存法対応セミナー

本社 〒955-0055 新潟県三条市塚野目2149番地
TEL（0256）34-5111（代）  FAX（0256）34-5114
E-mail : office@kanechu-nozaki.jp
柳 川 工 場  TEL（0256）38-5371
塚野目工場  TEL（0256）32-3666

鐵の総合デパート

株式会社   岡岡  久久  

設設

備備  

技技

術術  

■事業内容

各種塗料の調色・販売

各種工業薬品販売

塗装関連設備施工

工場資材・消耗品販売

専門講習会・実演会運営企画

塗塗

料料  

提提

案案  

協協

力力  

〒955-0096 新潟県三条市井戸場 568-4 
TEL:0256-33-5000 FAX:0256-33-5005 

https://www.okaq.co.jp/ 

インボイス制度特設サイト
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/
zeimokubetsu/shohi/keigenzeir i tsu/
invoice.htm

電子帳簿等保存法制度特設サイト
https://www.nta.go.jp/law/joho-zeikai 
shaku/sonota/jirei/tokusetsu/index.htm

11/5の記者会見、中央がPR大使のHAZUKIさん

観光・サービス業部会

サービス業のDXセミナー
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歩み止めず着実に
　1999年、23歳で佐藤ネジ製作所へ入社、2018
年に創業者で実父の勝美会長から事業を引き継い
だ。切削加工を主力に1975年の創業時から積み
重ねてきた信頼と技術に加え、５軸制御CNC自
動旋盤（自動棒材供給機付）等の導入など業務の
自動化、効率化を進めている。
　自社の強みについて、俊光氏は「平成元年に本
社工場隣接の倉庫を取得し、給材機付NC旋盤を
導入。自動化によって仕事の幅と生産性が飛躍的
に向上した。以後、プログラミングなど自動加工
機を操作できる人材の確保、新たな加工機の導
入、何より創業時からの加工経験の積み重ねによ
り、小ロット、多品種、短納期の受注に応えられ
ることが強みです」と話した。
　同社で加工する部品は自動車、農業機械、自動
倉庫、精密機械などに使用されるほか、創業間も
なくから続く転造盤によるねじ切り加工は、部品
に強度を求められる建設業界から厚く支持されて
いる。

「ネジ屋さん」、社名に初心と誇り
　俊光氏は、佐藤ネジ製作所の社名に「創業者
である父の思い、苦労が詰まっており、社名を
見る度、初心に返ることができる。事業承継な
ど（社名を）変える機会はあったが、変える必
要ないと考えた」と、誇りを持っている。
　同社は勝美会長が24歳の若さで「中古のボ
ール盤１台、100枚の名刺」だけを武器に創業、
「当初はネジの穴あけ・タップ加工が主力で、
飛び込みの営業先で社名から事業内容が分かる
ように」と、佐藤ネジ製作所と名付けられた。
事業内容が広がった今でも、取引先業者からは
親しみを込めて「ネジ屋さん」と呼ばれている。

パートナー制度、
ダブルチェックで品質担保
　設備関係の業種から転身し、家業を引き継い
だ俊光氏。時代に合わせた変革をと、率先して
プログラミングや５Sなどに取り組んできた。
　中でも特徴的なものが「パートナー制」。入
社年次や年齢の近い社員同士をパートナーと
し、教育、品質管理、日常業務の疑問等を気軽
に相談できる同社独自の仕組みで、社員が急に
休んでも機械を止めることなく業務に対応でき

るなど、新型感
染症禍でも効果
を発揮した。パ
ートナー制につ
いて、俊光氏は
「弊社の社員の
ほとんどが中途
採用で、異業種
からの転職も多い。未経験者でも安心して勤め
られる会社づくりを考えた時、教育、点検役で
あり、気軽に何でも聞けるパートナーを、と考
えたもの。品質管理や、新規雇用が難しい中、
今いる人員で生産性を上げることにも寄与して
います」と説明した。

常に新しい仕事に対応できる会社へ
　「背伸びせず、歩みを止めず、時代に合った
会社、もっとお客様のために役立つ会社」が理
想像。俊光氏は「創業以来、素晴らしい取引先
に恵まれてきたのは、人と人のつながりのおか
げであり、品質を担保し、安定した供給ができ
るのは社員のおかげ。お客様からも社員からも
選んでいただける会社となることができるよ
う、今後も少しずつ社内環境や設備を整えてい
きたい」と展望している。

〈所在地〉
〒959-1151
三条市猪子場新田407-2
TEL：0256-45-3265
FAX：0256-45-5166

（有）佐藤ネジ製作所
代表取締役社長

佐藤 俊光氏
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創業後間もなくから使われている転造盤

三条商工会議所



全業種 建　設 製　造 卸　売 小　売 サービス

全
国

11月の業況（前年同月比）
▲16.4 ▲22.9 ▲16.2 ▲20.3 ▲23.9 ▲4.5

先行見通し（３ケ月先の見通し） ▲20.3 ▲20.8 ▲19.5 ▲23.4 ▲25.3 ▲15.1

北陸
信越

11月の業況（前年同月比）
▲12.9 ▲37.5 ▲7.5 ▲26.3 ▲33.3 19.6

先行見通し（３ケ月先の見通し） ▲21.8 ▲34.4 ▲12.5 ▲42.1 ▲33.3 ▲4.3

発行所:三条商工会議所（三条市須頃1-20）
TEL.（0256）32-1311 / FAX.（0256）32-1310 / E-mail info@sanjo-cci.or.jp / https://www.sanjo-cci.or.jp / 定価 1部84円（購読料は会費に含まれております）
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業況DI は、２カ月連続で改善
先行きは、感染再拡大への懸念から厳しい見方

11 月 全 産 業 D I の 推 移

※DI値（景況判断指数）について
DI値は、売上・採算・業況などの各項目につい
ての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プ
ラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割
合が多いことを示す。従って、売上高などの実
数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気
などの景気感の相対的な広がりを意味する。
DI=（増加・好転などの回答割合）
　-（減少・悪化などの回答割合）
業況・採算:（好転）-（悪化）　　
売　　上:（増加）-（減少）

LOBO調査とは…
LOBO調査は、商工会議所のネットワークを活
用して、各地域の「肌で感じる足元の景気感」
を全国ベースで毎月調査しています。
前月の業況・売上・採算・仕入単価・従業員の状
況及び、業界として当面する問題などについて調
査した集計結果をリアルタイムでご覧になれます。

調査期間:令和４年11月14日～18日
調査対象:全国の329商工会議所が2,537企業にヒアリング

※ は10月の業況DIとの比較。　±5未満は横ばい（　　）、±5以上15未満（　　　）、±15以上（　　　）

11月LOBO調査（商工会議所早期景気観測）

※「法律相談」「事業承継相談」「知的財産権相談」「Ｍ＆Ａ相談」は開催日７日前迄に予約が無い場合は中止となります。
　（予約締切日が燕三条産業カレンダー休日の場合は、その前日迄にご予約ください。）

三条商工会議所専門家相談日
秘密を厳守しておりますのでお気軽にご相談ください!

まずはお電話にてお申し込みください。
TEL 0256-32-1311

10（火） 18（水） 12（木） 27（金）
11（水）

18（水）
随時お受けしております 随時お受けしております随時お受けしております

ご相談
無料

税理士による
税務・消費税
対策相談

弁護士による
法律相談

M＆A相談
社労士による労務相談

行政書士による行政書士相談

知的財産権相談

貿易相談 日本政策金融公庫による
資金繰り相談

事業承継
相談

相談時間:10:00～12:00 ※一部時間が異なります。
会　　場：三条商工会議所３Ｆ相談室
（資金繰り相談のみ2F日本政策金融公庫三条支店）1月

※13：00～16：00 と

令和5年

全産業合計の業況DIは、▲16.4（前月比+4.3ポイント）
　製造業では、飲食・宿泊業向けの食料品や企業の設備投資需要に牽引され、業況が改善した。建設業で
は、堅調な住宅建設関連等の民間工事に下支えされ、改善した。また、小売業・サービス業でもインバウンド、
全国旅行支援による客足の回復で改善となった。一方、卸売業では、消費者向け商品の引き合いが増加す
る中、人手不足に伴う人件費増等によるコスト増が足かせとなり、ほぼ横ばいに留まった。資源・原材料価格の
高騰や人手不足による受注機会の損失、物価高による消費マインドの低下、十分な価格転嫁が行えていな
い等、経営課題は山積するも、経済活動は正常化に向かっており、中小企業の業況は改善が続いている。

先行き見通しDIは、▲20.3（今月比▲3.9ポイント）
　 年末年始商戦を契機とした個人消費拡大や、観光需要の回復が期待される一方、感染再拡大の兆
しから消費マインドのさらなる低下を懸念する声が小売業・サービス業から聞かれた。加えて、資源・原材
料価格の高騰や人手不足に伴う人件費増加等の継続も見込まれている。厳しい経営環境が続く中、
為替の乱高下や世界経済の鈍化等も危惧され、中小企業の先行きは厳しい見方となっている。

今 月 の 写 真

五十嵐川冬景
栗山 浩三


